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１．概要（Summary ） 
 Nb-TiNi 系水素透過合金は、水素吸蔵により大きく膨張

する bcc-Nb 相と水素化によりあまり膨張しない B2-TiNi

相から成る合金であるが、この２相が共存することで耐水

素脆化性が発現する。これまでの研究で、Nb-TiNi 合金

の水素化による構造変化を１秒間隔で測定したところ、

(1)bcc 相と B2 相が鋳造状態から水素化完了後まで

cube-on-cube の関係を維持すること、(2)２相共存下では

bcc 相の２相分離状態を経て水素化される、ことが分かっ

ている。Nb-TiNi 合金と同様に、bcc-Nb と B2-TiCo からな

る Nb-TiCo 合金でも優れた耐水素脆化性と水素透過性

が得られることが報告されており、Nb-TiCo 合金の水素化

による構造変化も興味が持たれる。本研究では、Nb-TiCo

合金の水素化による構造変化の過程を詳細に測定し、耐

水素脆化メカニズムに関する知見を得ることを目的とす

る。 

 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 

SPring-8のBL-22XUに設置のキュービック型マル

チアンビルプレス装置に電気炉を固定した。バルク状

試料または粉末状試料を SUS316 チューブ内に装填

し、BL22XU に設置の水素ガス供給・排出用のアタッ

チメントに接続した。SUS チューブ内を真空引きの

後、電気炉により試料を加熱した後に水素を導入した。

BL22XU に設置のフラットパネル検出器を用いて２

次元のＸ線回折図形を１秒間隔で得た。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Nb30Ti35Co35合金は鋳造状態で共晶組織を形成する

が、Nb-TiNi 系共晶合金と異なり bcc 相および B2 相は

cube-on-cube の方位関係ではなかった。この合金の組織

は熱処理後に塊状組織へと変化するが、これら２相の方

位に関連性は見られなかった。 

 bcc 相および B2 相からなる共晶合金を水素化すると、

水素化のごく初期に bcc 相の水素吸蔵による膨張が観察

された。その後、格子定数の大きい bcc 相が突然生成し

た。bcc 相が水素吸蔵量の少ない bcc1 相と水素吸蔵量の

多い bcc2 相に２相分離したと考えられる。その後時間と

ともに bcc1 相の格子定数が増加するとともに回折強度

が低下して消失した。一方、bcc2 相の格子定数はほぼ一

定であるが、回折強度は時間とともに増加した。一方、

bcc 単相合金を水素化した場合は、２相分離を起こすこ

となく水素化された。Nb-TiNi 合金と同様に、同組成の

bcc 相でも、B2-TiCo 相と共存している場合は２相分離

を経て水素化されることが分かった。これは、bcc 相の

水素化による膨張が B2 相によって拘束されるためと考

えられる。 
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